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2014 年 9 月 6 日（土），第 43 回

日本語教育方法研究会が藤女子大学

（札幌市）で開催されました。副田

恵理子先生，そして藤女子大の先生

方や学生の皆さま，大変お世話にな

りました。 

前日 9月 5日に運営委員会が開か

れました。議事については，このレ

ターの記事をご覧ください。 

次回の第 44 回研究会は 2014 年 3

月 28 日（土）学習院大学において開

かれます。みなさまふるってご参加

ください。 

 

開催を終えて 

副田 恵理子 

（藤女子大学） 

 第 43 回日本語教育方法研究会は，

2014 年 9 月 6 日（土）に札幌の藤

女子大学で開催されました。全国か

ら多くの方にご参加いただき，28 本

の発表がありました。当日は天候に

も恵まれ，この時期の札幌にしては

珍しく汗ばむ陽気の中での大会でし

た。 

 各ポスター発表の前では活気ある

議論が交わされ，私自身もリスナー

として発表者としてその中に参加さ

せていただき，多くの貴重なご意見

をいただきました。また，将来日本

語教師を目指している本学学生・卒

業生にとっても，とても刺激ある有

意義な時間になったようです。今回

このような機会を賜りましたこと心

より厚く御礼申し上げます。ご参加

くださいました皆様，会長をはじめ，

事務局，運営委員の皆様，本当にあ

りがとうございました。 

 

次回開催にあたって 

金田 智子 

（学習院大学） 

第 44回 JLEM は，3月 28 日（土）

に学習院大学で開催されることにな

りました。日本語教育の実践者であ

る先生方が全国各地から御参集くだ

さり，さまざまな実践研究を御紹介

くださることを心から歓迎いたしま

す。 

本学は 1987 年より，いわゆる主専

攻相当の「日本語教育系」を運営し

ております。日本語教育も日本語教

師養成も非常に小規模ですが，細く

長く，粘り強くそれぞれのプログラ

ムを維持しており，最近は地域と連

携した日本語教育の実践，ビジネス

日本語教育に関わる研究なども進め

ています。多くの実践者が集う今回

の研究会は，日本語教育を志す本学

の院生や学生，教師にとって，大き

な学びの場となることと思います。

そして，この機会が，JLEM のみなさ

まにとって豊かな交流の場となるこ

とを願っております。 

学習院大学は JR山手線の目白駅

から徒歩 30秒（個人差あり）。交通

の便利のよさは都内随一でしょう。

見頃の桜とともに，皆様をお迎えい

たします。 

 

第４回 JLEM 優秀賞 

第 43 回研究会における「優秀

賞」及び「奨励賞」を下記の通り

決定いたしました。 

「優秀賞」金庭久美子（立教大学）・

川村よし子（東京国際大学）「非漢

字圏学習者に対するやさしい日本語

による読解支援のあり方」 

「奨励賞」河野あかね（つくばイン

ターナショナルスクール）「学習者

の日本語レベル差を活かした授業の

実践報告」 

審査は，第3回までと同様，運営委

員から選出された審査員，及び，会

長・編集委員の6名からなる優秀賞選

考委員会の討議によって行われまし

た。「優秀賞」の金庭・川村両氏の

研究は，「やさしい日本語」を題材

として，継続的な教育研究のあり方

を，研究目的の設定から，現実的な

解決提案を含む結論提示までのプロ
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セスとして具体的に示してくれるも

のでした。また，口頭発表，ポスタ

ーにおいて，それぞれ発表媒体に適

した効果的なプレゼンテーションが

展開されていた点も高く評価されま

した。「奨励賞」の河野氏の研究は

「クラス内のレベル差」という普遍

的な問題に，学習者間の協働の観察

を通して真摯に取り組んだ成果が，

口頭発表やポスター前での議論にお

いて存分に発揮されていたことが評

価に繋がりました。 

受賞者のポスターは本会のHPで

ご覧いただけます。JLEM では，明

日の優秀賞を目指す意欲的な発表

のご応募をお待ちしています。 

(増田 真理子) 

                               

運営委員会報告 

運営委員会は,研究会の前日の 9

月 5 日(金)に藤女子大学において開

かれました。今回 16 名の運営委員が

参加し，参加できなかった委員から

は委任状が提出されました。 

今回の運営委員会で話し合われた

ことのうち,重要な点について,以下

にご報告いたします。 

①会員数 

 2014 年 9 月 5 日現在の会員数は

585 名(国内:551 名海外:24 名)にな

りました。2013 年に JLEM は 20 周年

を迎え会員数 500 名を超える会にな

りましたが，それ以降も会員数は増

加傾向にあります。 

②CiNii からの移行について 

 国立情報学研究所（NII）の学協会

誌電子化事業が平成 28 年度（2017

年３月）を目処に終了することにな

り，CiNii への新規登録ができなく

なります。今後 NII が推奨する科学

技術振興機構(JST)へ移行するかど

うかについて議論を行いましたが，

結論は出ませんでした。今後の動向

を見きわめ，会員の皆様や学術的な

価値も検討しつつ，議論を続けるこ

ととしました。 

③会員管理システムへの移行につい

て 

 2014年度より運用を開始する予定

だった会員管理システムですが，運

用上の理由から今年度の運用開始を

見送ることとしました。会員の皆様

には，個別メールの確認など，今後

もお手数をお掛けすることもあるか

もしれませんが，よろしくお願いい

たします。2014 年度 3月に行われま

す総会にて公開のお知らせをし，そ

の後，運用を開始する予定で，現在

調整を進めております。 

 なお，運用開始に伴い，現在，郵

送という形でお送りしていたニュー

ズレター，プログラムの発送を電子

媒体にて送付する方針を決定いたし

ました。ただし，簡易版のプログラ

ムは会誌に同封してお送りする予定

です。この方針につきましては，総

会にて会員の皆様にお諮りする予定

です。 

④2015 年春の研究会開催校 

 2015 年春の研究会は,学習院大学

で3月28日(土)に開催されることに

なりました。 

（衣川 隆生） 

 

事務局よりご連絡 

●連絡先の確認 

 「運営委員会報告」にもありま

すように，web 上での会員管理シ

ステムの導入が遅れております。

来年度中には開始する予定ですが，

このシステムを利用するためには，

皆様に個別にパスワードをお送り

する必要があります。パスワード

の送信は現在会員管理に登録され

ている住所に郵送にてお送りする

予定です。確実にパスワードをお

送りするために，住所を変更なさ

っている方は，至急事務局までご

連絡ください。実際のパスワード

は，会員管理システムの運用開始

の 2015年 6月以降にお知らせする

ことになります。また、管理シス

テムの運用に伴い、今後メール経

由で送付される情報が多くなりま

すので、メールアドレスに変更が

あった場合にも事務局あてにご連

絡ください。 

（小河原義朗） 

 

ご連絡先を 

お知らせください 

下記の方々の連絡先が不明となっ

ております。ご存知の方がいらっし

ゃいましたら、事務局までご一報く

ださい。よろしくお願いいたします。 

 

高木 佳奈  Sirada Boonserm  

林 美延   足立 圭汰朗 

 

下記の方々は当日入会をされた方

ですが、入会手続きが済んでいませ

んので、jlem-ml@tiu.ac.jp宛に以下

の情報をお送りください。なお、下

記の方々の中に、お知り合いの方が

いらっしゃる方は、恐れ入りますが、

上記メールアドレスまでご連絡下さ

いますよう、お伝えいただければ幸

いです。 
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・氏名(ふりがな) 

・郵便物送付先の住所と電話・ファ

ックス番号 

・電子メールアドレス 

 

吉田 恭子  今川 和  国府田 

直美   

（敬称略、10月20日現在） 

（長谷川守寿） 

 

住所変更 

お知らせください 

JLEMでは，会誌の発送にクロネコ

メール便を利用しています。郵便は

転居先へ届けるサービスがあります

が，クロネコメール便ではお届けで

きません。住所変更の場合は，速や

かに事務局までお知らせください。

また，緊急時等にメールでご連絡差

し上げることもありますので，メー

ルアドレスを変更なさった方もご連

絡ください。 

 

会費納入について 

8月末日までに2013年度の会費納

入がない場合，9月の会誌の送付が中

止されています。会誌が届いていな

い方は，封筒の宛名ラベルの納入年

度をご確認ください。会費は年3000

円です。  

会誌やニュースレター発送の直前

にご入金いただいた方は,事務の手

続き上ラベルの表示が前年度になっ

ていることもありますのでご了承く

ださい。  

なお，研究会当日の会費の受け取

りは原則行わないことにしておりま

す。以下の方法で会費を納入してい

ただけますよう，ご協力お願いいた

します。 

１）銀行のATMやネットバンキングを

利用する場合：  

銀行名：ゆうちょ銀行  

店名：〇一八 店（ゼロイチハチ店）

金融機関コード：9900 店番018  

預金種目：普通 （または貯蓄）  

口座番号：6907651  

口座名：日本語教育方法研究会  

※ゆうちょ銀行に口座がある場合，

振込手数料はかかりません。 

 

２）郵便局より送金する場合：  

「電信払込み請求書・電信振替請求

書」（水色の枠のもの）を使用し，

以下宛てにお送りください。  

記号：10140  

番号：69076511  

加入者：日本語教育方法研究会  

なお，上記振り込み方法は,ホーム

ページの入会申し込みのページでも

ご案内しております。  

＊ 海外からの会費払い込みについ

ては，国際郵便為替でお支払いくだ

さい。    

 

会費をお振り込みいただいた方で、

以下の方のお名前が会員名簿で確認

できておりません。お心当たりの方

は事務局までお知らせください。 

 

2013年 3月 21日付け 3000円振込み  

「カミヤ ケンジ」 

2013年 9月 30日付け 3000円振込み  

「ガク）カナガワダイカ」 

2014年 4月 24日付け 3000円振込み  

「アオモリチュウオウガクイン」 

2014年 7月 28日付け 3000円振込み   

「宇佐 正人」 

 

（長谷川守寿） 

（向井留実子） 

 

日本語教育方法研究会

http://www.u.tsukuba.ac.jp/~mats

uzaki.hiroshi.fp/JLEM/ 

問い合わせ先：jlem-ml@tiu.ac.jp

（レター編集：本郷 智子)
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